
昭和44年11月創刊 
日刊(祝日・土日休刊) (1) 

第2四半期決算 

   機械は減益 金属・電子で増益 

古河機械 

古河機械金属株式会社（中戸川稔社長）はこのほ

ど、2022年度第2四半期の連結決算を発表した。機械

事業は、ロックドリルが増益の一方、産業機械とユ

ニックは減益となり、全体で増収減益。素材事業は金

属、電子の増益などで増収増益。売上高は1,045億76

百万円、対前年同期比67億71百万円増で、為替差益

21億42百万円などを計上し、経常利益は52億19百万

円、同11億29百万円増。有価証券売却益3億62百万円

や古河大阪ビル解体工事費4億70百万円などを含め、

純 利 益 は34億48百 万 円、同11億37百 万 円 増 と な っ

た。セグメントの状況は次の通り。 

【産業機械】 

売上高は78億62百万円、同7億69百万円減、営業利

益は13百万円、同3億24百万円減。ポンププラントは

増収となったが、ポンプ製品、マテリアル機械は減

収。橋梁、大型プロジェクトは、中央自動車道新小仏

トンネル工事向け密閉式吊下げ型コンベヤなどの出来

高売上を計上したが、減収となった。 

【ロックドリル】 

売上高は180億3百万円、同25億91百万円増、営業

利益は10億57百万円、同6億53百万円増。国内では、

トンネルドリルジャンボの出荷減により減収となった

が、油圧ブレーカ、補用部品の出荷が堅調で増益。海

外は、北米の油圧ブレーカ、補用部品の出荷増に加

え、円安増収効果もあり、増収増益となった。 

【ユニック】 

売上高は140億67百万円、同5億39百万円減、営業

利益は8億11百万円、同5億39百万円減。国内では、

トラックの生産遅延、減産によるクレーン架装の遅れ

などから減収。また、鋼材など原材料価格の値上げな

どにより原価率が悪化し減益となった。海外では、欧

米のミニ・クローラクレーン、東南アジア、オセアニ

ア、中近東のユニッククレーンの出荷が増加し、円安

増収効果もあり、増収増益となった。 

【金 属】 

売上高は539億3百万円、同35億67百万円増、営業

利益は4億92百万円、同40百万円増。電気銅海外相場

は、10,247米ドル/トンで始まり、ロシアのウクライ

ナ侵攻による供給懸念から10,426米ドル/トンまで上

昇したものの、主要中央銀行の金融引締策や中国のゼ

ロコロナ政策で7月15日には7,000米ドル/トンまで下

落。その後、米中経済指標が市場予想を上回ったことや

中国景気対策への期待感から8月には8,000米ドル/トン

台まで回復したが、米利上げによる景気後退懸念とドル

の上昇を背景に反落し、期末には7,647米ドル/トンに。

電気銅の販売数量は減少したが、電気金の販売は増加

し、為替相場が円安に振れたこともあり増収となった。 

【電 子】 

売上高は36億円、同15百万円増、営業利益は3億21百

万円、同92百万円増。高純度金属ヒ素は、国内外とも主

要用途の化合物半導体用などの需要が安定、窒化アルミ

ニウムは、熱対策部品向けや半導体製造装置用部品向け

などの需要が増加し、増収となった。コイルは、半導体

不足による自動車の減産の影響を受け、減収となった。 

【化成品】 

売上高は44億61百万円、同6億24百万円増、営業利益

は3億61百万円、同48百万円減。売上高は、酸化銅が銅

価上昇などで販売単価が上昇したことに加え、基板向け

需要が旺盛で増収。亜酸化銅は、主要用途の船底塗料需

要が回復したことに加え、銅価上昇を主因として単価が

上昇し、増収となった。営業利益は原料価格の上昇など

から製造コストが増加し、減益となった。 



日刊金属 令和４年(２０２２年) １1月１８日(金) (2) 昭和４4年11月創刊 

 第2四半期決算・通期予想 

期末予想 純利は大幅170億円減 

四半期前年比は38％減 

三菱マテリアル 

三菱マテリアル株式会社（小野直樹社長）はこのほ

ど、2022年度第2四半期連結決算を発表した。 

売上高は8,319億81百万円、前年同期比3.3％減、営

業利益は295億60百万円、同1.8％増となり、セメント

とアルミ事業が連結から外れた影響はあったものの前

年同期並み。 

経常利益は持分法投資損失や配当金減少などから

230億25百万円、同39.8％減、純利益は持分変動利益

110億７百万円を特別計上したことなどから236億24

百万円、同38.1％減となった。 

2023年3月期予想では、シリコンウエハー原料の多

結晶シリコン事業の譲渡による特別損失約360億円を

計上する見込みなどから、連結純利益を前期比93.3%

減の30億円とし、56%減としていた従来予想から170

億円下方修正した。 

政策保有株など一定の資産売却も行うが、事業譲渡に

よる特別損失などを補えず大幅な減益となる。年間配当

予想は前期比40円減配の50円と従来から据え置いた。 

各セグメントの概況は次の通り。（億円、カッコ内は

前年同期比） 

【高機能製品】 

売上高2,603（12.9％）経常利益61（△15.9％） 

銅加工品はエネルギーコスト増などがあったもの

の、円安や欧米を中心に販売が増加したことなどか

ら、売上高、営業利益は前年同期を上回った。電子材

料は、多結晶シリコン製品で円安などにより売上高が

増加したものの、半導体関連販売が減少したことやエ

ネルギーコスト増などにより、売上高は前年同期を上

回ったものの営業利益は下回った。 

【加工事業】 

売上高718（9.8％）経常利益88（52.0％）  

主要の超硬製品は、中国都市封鎖の長期化により販売

が減少したものの、日本、北米を中心に販売が増加した

ことから、売上高、営業利益は前年同期を上回った。 

【金属事業】 

売上高5,655（20.5％）経常利益201（△19.3％） 

銅地金は、エネルギーコスト増などがあったもの

の、生産量が前年同期に比べ増加したことなどから、

売上高、営業利益は前年同期を上回った。金・その他

金属は、金の販売量が前年同期に比べ増加したもの

の、パラジウム価格が下落したことなどから、売上高

は前年同期を上回ったものの営業利益は下回った。経

常利益は配当金の減少などから減少した。 

【環境・エネルギー事業】 

売上高102（11.1％）経常利益25（77.1％）  

エネルギー関連は、原子力関連の販売が増加したこと

などから、売上高、営業利益は前年同期を上回った。環

境リサイクルは、有価物の売却単価が上昇したものの、

家電リサイクルなどの処理量の減少や販管費の増加など

により、売上高は前年同期を上回ったものの営業利益は

下回った。経常利益は、営業利益が増加したことに加え

持分法投資利益が増加したことから増加した。 

【その他の事業】 

売上高729（△66.6％）経常利益△108（－） 

セメント、アルミ事業が連結から外れた影響などに

より、売上高、営業利益は前年同期を下回った。経常

利益は営業利益が減少したことに加え、ＵＢＥ三菱セ

メントに関する持分法投資損失を計上したことから減

少した。同社ではエネルギーコスト増加の影響や国内

の生産体制見直しに伴う特別損失を計上した。 



日刊金属 令和４年(２０２２年) １1月１８日(金) (3) 昭和４4年11月創刊 

2022年11月15日付けの現地報道によると、豪Ring 

of Fire Metals社は加ON州Ring of Fire地域のEagle’

Nestニッケルプロジェクトにおいて、米国防総省

（Department of Defence：DOD）と資金調達に関す

る初会合を行ったことを明らかにした。 

なお同社は、自動車産業用のニッケルを精製する

バッテリー処理工場をON州に建設することも検討し

ている。また加Avalon Advanced Materials社の社長

兼CEOも、ON州Separation Rapidsリチウムプロジェ

クトのFSに向けた資金調達のため、DODと会合を

行ったと話している。 

2022年11月 に 開 催 され たCanada-United States 

Law Instituteの会合の中で、米国防生産法プログラム

のポートフォリオマネージャーを務めるMatthew 

Zolnowski氏は、重要鉱物不足の問題解決に貢献でき

るような有望プロジェクトを保有する北米のジュニア

企業に対し、FS等の資金援助をDODが行う意思があ

るとの説明を行った。 

またカナダは数十年にわたり米国の軍事産業基盤に

属しており、米国の鉱山プロジェクトと同様に資金を

得る権利があるとの認識を示した。 

さらに加連邦政府はすでに、資金援助の候補となり

うるプロジェクト70件のリストを米国に提供したとの

ことである。  
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11月7日～11月11日(現地) 

 加：米国防総省、加ON州Ring of Fire地

域への資金拠出を検討し民間企業と会合 

国内二次合金メーカー初  

  ＡＳＩに加盟  国際イニシアチブ 

大紀アルミ 

株式会社大紀アルミニウム工業所（山本隆章社長）

はこのほど、アルミニウム業界のサステナビリティに

関する国際基準の作成・認証団体Aluminium Stew-

ardship Initiative（ASI：アルミニウム管理イニシアチ

ブ）に、日本のアルミ二次合金メーカーとして初めて

加盟したことを公表した。 

ASIは、アルミニウムのサプライチェーン全体にお

けるサステナビリティへの取り組み向上、ESG の観点

からの社会貢献を最大化することを目的とした国際イ

ニシアチブ。世界のアルミニウム協会、やアルミニウ

ム生産者、需要家など様々な立場でアルミに関わる企

業・組織が参画し、2012年にオーストラリア・メルボ

ルンで発足した。2018年から監査・第三者認証の運用

を行っており、現在世界で266の企業・組織が加盟し

ている。同社は10月に加盟した。 



日刊金属 令和４年(２０２２年) １1月１８日(金) (4) 昭和４4年11月創刊 

 17日朝入電の海外相場は、LME

（ロンドン金属取引所）銅相場

で、直物の前場売値が、前営業日

の8,343.00ドルより28.00ドル安の8,315.00ドル。直物

の終値は、前営業日の8,348.25ドルより87.50ドル安

の8,260.75ドル。3か月物の前場売値は、前営業日の

8,379.00ドルより34.00ドル安の8,345.00ドル。3か月

物の終値は、前営業日の8,376.50ドルより83.00ドル

安の8,293.50ドル。COMEX（ニューヨーク商品取引

所）銅相場の12月限は、前営業日の382.00セントより

4.65セント安の377.35セント。SHFE(上海期貨交易

所)銅相場の12月限は、前営業日の6万6,880元より190

元安の6万6,690元。 

17日の東京為替市場TTSレートは、前日の140.57円

より0.05円の円高ドル安、1ドル＝140.52円。17日に

入電した直近のLME銅相場直物前場売値は8,315.00ド

ル。こ の値 と17日 の 東 京外 国為 替 市 場USド ルTTS

レートから計算した国内採算値は、前日の121万円よ

り4,000円安の120万6,000円。この日、電気銅建値は

122万円に据え置かれた。 

為替動向 

16日、ロンドン外国為替市場のユーロは対ドルで上

昇。16時、前日と比べ0.0040ドルのユーロ高ドル安、

1ユーロ=1.0400ドル～1.0410ドルで推移した。 

米国の利上げペース減速観測からユーロ買いドル売り

が優勢になった。英ポンドは対ドルで下落。同じく

0.0010ドルのポンド安・ドル高、1ポンド=1.1880ドル

～1.1890ドルで推移した。 

16日のニューヨーク外国為替市場で円相場は4営業日

ぶりに反落した。前日と比べ0.25円の円安ドル高、1ド

ル=139.50円～139.60円で取引を終えた。NATOの加盟

国であるポーランドに15日、ミサイルが着弾し死者が出

た件に関して米国のバイデン大統領は16日、ロシアから

発射された可能性は低いとの考えを明らかにした。この

日発表された米国の10月米小売売上高が前月比で1.3％増

と市場予想の1.2％増を上回り幅広い項目で増加した。 

17日早朝の東京外国為替市場で円相場はほぼ横ばい

圏内で推移。8時30分、前日17時と比べ0.01円の円安ド

ル高、139.38円～139.40円だった。15日、ポーランド領

内に着弾したミサイルはウクライナ軍の地対空迎撃ミサ

イルである可能性が高まり、ロシアと西側諸国とのウク

ライナ情勢を巡る対立の激化がひとまずは回避されたと

して、低リスク通貨として買われていた円が売られた。 

円は対ユーロでも横ばい圏で推移。同じく0.08円の円

高ユーロ安、1ユーロ=144.90円～144.93円だった。 

アルミ二次合金メーカー買値実勢値 
(1トン程度･置場･現金･キロ当たり円) 

関東地区（11月前半） 

2S=230円 ～250円、63S=214円 ～265円、ア ル ミ

ホイール(1P)=131円～245円、ビス付サッシ=100

円～109円、エンジンコロ=115円～123円、込合金

(機械鋳物)=106円～114円、缶プレス(ソフト)=71

円～81円。 

関西地区（11月前半） 

2S=213円 ～215円、63S=215円 ～250円、印 刷 版

=205円～210円、アル ミホイール (1P)=196円 ～

209円、ベースメタル=159円～163円、機械鋳物

=111円～114円、ダライ粉=90円～93円、ビス付

サッシ=88円～123円、缶プレス=88円～93円。 

故銅直納問屋筋の平均値頃感  (単位は千円) 

(11月17日更新) 

直納問屋筋によるロット物（5トン前後）の平均

的な値頃感は次の通り。 

ピカ線が1054～1059、上銅新のうちタフピッチ

や無酸素銅などは1019～1024、並銅は984～994、

込銅（高品位＝約97％）は974、セパは709～714。

コーペルは要り用筋で650、それ以外は635ほど。黄

銅削粉も同様に要り用筋660、それ以外630～640どこ

ろの値頃。並青銅鋳物削粉は861～866どころ。 

小口市中相場(1トン前後)では、ピカ線が1034～

1054、上銅新くずが999～1019、普通上銅が974～

994、2号銅線が966～986、並銅が964～984、込銅

(94-97％)が912、込銅(90-93％)が914、下銅が463

～513、セパが674～709、コーペルが590～635、黄

銅棒地が585～630、黄銅削粉が580～625、黄銅ラ

ジが545～553、交叉ラジが569～626、黄銅銅鋳物

が551～558、送りが332～351、上青銅鋳物が858～

878、並青銅鋳物が838～853、上青銅鋳物削粉が

853～873、並青銅鋳物削粉が828～848どころ。 

10月31日～11月11日(現地) 
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日刊金属 令和４年(２０２２年) １1月１８日(金) (5) 昭和４4年11月創刊 

17日朝入電した海外相場は、LME（ロンドン金属取

引所）の銅相場で、直物の前場売値が、11月16日入電

の8,343.00ドルより28.00ドル安の8,315.00ドル。3営

業日の続落で1.49%安。この週1.49%の下落。11月に

入って10.50%の上伸。3か月物の前場売値は、11月16

日入電の8,379.00ドルより34.00ドル安の8,345.00ド

ル。反落して0.41%安。この週1.09%の下落。11月に

入って12.13%の上伸。 

LME公 認 倉 庫 の 銅 在 庫 は、現 地11月15日 の8万

9,975トンより300トン減の8万9,675トン。 

COMEX（ニューヨーク商品取引所）の銅相場は、11

月限が、11月16日入電の383.95セントより5.15セント安

の378.80セ ン ト。3営 業 日 の 続 落 で4.13%安。こ の 週

4.13%の下落。11月に入って10.97%の上伸。中心限月に

当たる12月限は、11月16日入電の382.00セントより4.65

セント安の377.35セント。3営業日の続落で3.58%安。

この週3.58%の下落。11月に入って11.71%の上伸。 

SHFE（上海期貨交易所）銅相場は、中心限月に当

たる12月限が、11月16日入電の6万6,880元より190元

安の6万6,690元。3営業日の続落で2.63%安。この週

2.63%の下落。11月に入って4.97%の上伸。1月限は、

11月16日 入 電 の6万6,640元 よ り240元 安 の6万6,400

元。3営業日の続落で1.78%安。この週1.78%の下落。

11月に入って6.46%の上伸。 

錫は続伸 

LME錫相場の前場売値は、直物が、11月16日入電

の2万3,795.00ドルより730.00ドル高の2万4,525.00ド

ル。4営業日の続伸で24.65%高。この週15.96%の上

伸。11月に入って38.56%の上伸。3か月物の前場売値

は、11月16日入電の2万3,450.00ドルより700.00ドル

高の2万4,150.00ドル。4営業日の続伸で24.13%高。こ

の週15.00%の上伸。11月に入って36.44%の上伸。 

LME公認倉庫の錫在庫は現地11月15日の3,475トン

よりトン減の3,475トン。 

鉛は反落 

LME鉛相場の前場売値は、直物が、11月16日入電

の2,212.50ドルより3.50ドル安の2,209.00ドル。7営業

日ぶりの反落で0.16%安。この週2.43%の上伸。11月

に入って12.36%の上伸。3か月物の前場売値は、11月

16日入電の2,219.00ドルより19.00ドル安の2,200.00ド

ル。7営業日ぶりの反落で0.86%安。この週1.99%の上

伸。11月に入って12.30%の上伸。 

LME公認倉庫の鉛在庫は現地11月15日の2万6,750

トンより3,275トン増の3万0,025トン。 

亜鉛も反落 

LME亜鉛相場の前場売値は、直物が、11月16日入

電の3,145.00ドルより58.00ドル安の3,087.00ドル。4

営業日ぶりの反落で1.84%安。この週2.68%の上伸。

11月に入って12.05%の上伸。3か月物の前場売値は、

11月16日 入 電 の3,128.00ド ル よ り52.00ド ル 安 の

3,076.00ドル。4営業日ぶりの反落で1.66%安。この週

2.88%の上伸。11月に入って13.34%の上伸。 

LME公 認 倉 庫 の 亜 鉛 在 庫 は 現 地11月15日 の4万

3,125トンより325トン減の4万2,800トン。 

アルミも反落 アルミ合金は横ばい 北米特殊も横ばい 

LMEアルミ相場の前場売値は、直物が、11月16日入電

の2,410.00ドルより17.00ドル安の2,393.00ドル。反落し

て0.71%安。この週0.71%の下落。11月に入って8.92%の

上伸。3か月物の前場売値は、11月16日入電の2,445.00ド

ルより25.00ドル安の2,420.00ドル。反落して1.02%安。

この週0.25%の下落。11月に入って9.65%の上伸。 

LME公認倉庫のアルミ在庫は現地11月15日の53万

8,825トンより万5,850トン減の53万2,975トン。 

LMEアルミ合金相場の前場売値は、直物が、11月

16日入電より横ばいの1,860.00ドル。この週横ばい。

11月に入って16.25%の上伸。3か月物の前場売値は、

11月16日入電より横ばいの1,860.00ドル。この週横ば

い。11月に入って16.25%の上伸。 

LME北米特殊アルミ合金（NASAAC）相場の前場売

値は、11月16日入電より横ばいの2,384.00ドル。この

週0.04%の上伸。11月に入って0.21%の下落。3か月物

の前場売値は、11月16日入電より横ばいの2,390.00ド

ル。この週横ばい。11月に入って0.42%の下落。 

ニッケルは反落 

LMEニッケル相場の前場売値は、直物が、11月16

日 入 電 の2万9,600.00ド ル よ り1,045.00ド ル 安 の2万

8,555.00ドル。7営業日ぶりの反落で3.53%安。この週

9.72%の上伸。11月に入って31.29%の上伸。3か月物

の前場売値は、11月16日入電の2万9,700.00ドルより

1,000.00ドル安の2万8,700.00ドル。7営業日ぶりの反

落 で3.37%安。こ の 週9.96%の 上 伸。11月 に 入 っ て

31.35%の上伸。 

LME公認倉庫のニッケル在庫は現地11月15日の5万

0,022トンより96トン減の4万9,926トン。 

銅 錫 鉛 亜鉛 アルミ アルミ合金 北米特殊アルミ合金 ニッケル

公示価格 8,315.00 24,525.00 2,209.00 3,087.00 2,393.00 1,860.00 2,384.00 28,555.00

前営業日比 ▲ 28.00 730.00 ▲ 3.50 ▲ 58.00 ▲ 17.00 0.00 0.00 ▲ 1,045.00

公示価格 8,345.00 24,150.00 2,200.00 3,076.00 2,420.00 1,860.00 2,390.00 28,700.00

前営業日比 ▲ 34.00 700.00 ▲ 19.00 ▲ 52.00 ▲ 25.00 0.00 0.00 ▲ 1,000.00

LME公示価格(US$)／11月16日

直物

先物



日刊金属 令和４年(２０２２年) １1月１８日(金) (6) 昭和４4年11月創刊 

入電 ・ 現地 11月16日）

フリー・マーケット

　１ロット＝銅、鉛、亜鉛、アルミは25トン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■米国生産者価格（地金）

錫５トン、アルミ合金20トン、ニッケル６トン 銀(セント/オンス）EH社 2350.0

セツルメント＝現物・前場・売 銀(セント/オンス）HH社 2141.7

■ＮＹ相場  

前 場　 後 場　 取引業者銅(セント/ポンド) 256.35 - 257.35

銅ＡＧ      ２号銅線くず(セント/ポンド) 353.35 - 357.35

現   物 8314.0 8315.0 8239.5  ■ロンドン相場（ドル）

前日比 ▲ 28.0 ▲ 85.0 (カーブ) 金（オンス） 1773.00

先   物 8340.0 8345.0 8269.5 8293.5  アンチモン99.65％（トン) 11600 ― 12000

出来高 前日比 ▲ 34.0 ▲ 85.0 92,679 ビスマス99.9％(ポンド) 3.60 ― 3.90

錫ＨＧ 　 カドミウム99.99％(ポンド) 1.71 ― 1.81

現   物 24475.0 24525.0 22885.0 インジウム99.99％(キロ) 223 ― 245

前日比 730.0 ▲ 629.0 (カーブ) セレニウム99.5％(ポンド) 8.50 ― 10.00

先   物 24100.0 24150.0 22680.0 23635.0 スポンジチタン99.5％(キロ) 9.25 ― 10.90

出来高 前日比 700.0 ▲ 570.0 6,094 フェロモリブデン欧州産65%(キロ) 46.00 ― 47.00

鉛 　 コバルトカソード99.8％(ポンド) 25.80 ― 27.00

現   物 2207.0 2209.0 2149.5 マグネシウム中国産99.9％(トン) 3500 ― 3800

前日比 ▲ 3.5 ▲ 50.0 (カーブ) タングステンAPT(純分10キロ) 320.0 ― 350.0

先   物 2198.0 2200.0 2154.0 2170.5 タンタル鉱石30-35％(ポンド) 88 ― 93

出来高 前日比 ▲ 19.0 ▲ 43.5 63,321 ■ＫＬＴＭ錫（ＭYR／KG、出来高トン）

亜鉛ＳＨＧ 　 　 （16日） （17日）

現   物 3086.0 3087.0 3056.0 相   場 - -

前日比 ▲ 58.0 ▲ 89.5 (カーブ) 出来高 - -

先   物 3075.0 3076.0 3047.0 3053.5 ドル建て価格 - -

出来高 前日比 ▲ 52.0 ▲ 76.5 77,028  ＯＤレート 3.7600 3.7600

アルミＨＧ 　 Ｍ＄／ＵＳ＄レート 4.5283 4.5506

現   物 2392.0 2393.0 2380.0 採算円／キロ - -

前日比 ▲ 17.0 ▲ 31.5 (カーブ)  US$採算円／キロ - -

先   物 2418.0 2420.0 2406.0 2412.0 ■ＬＭＥ在庫（トン） 在　庫 増　減

出来高 前日比 ▲ 25.0 ▲ 32.5 154,233 銅 89,675 ▲ 300

アルミ合金 　 錫 3,475 -

現   物 1850.0 1860.0 1860.0 鉛 30,025 3,275

前日比 0.0 0.0 (カーブ)  亜鉛 42,800 ▲ 325

先   物 1850.0 1860.0 1860.0 1860.0 アルミ 532,975 ▲ 5,850

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ合金 2,120 -

北米特殊アルミ合金  北米特殊アルミ合金 3,580 ▲ 20

現   物 2374.0 2384.0 2384.0 ニッケル 49,926 ▲ 96

前日比 0.0 0.0 (カーブ)  ■上海在庫（トン） 在　庫 増　減

先   物 2380.0 2390.0 2390.0 2390.0 (11／11 現在） 銅 76,176 17,112

出来高 前日比 0.0 0.0 0 アルミ 136,460 ▲ 25,180

ニッケル 亜鉛 23,136 ▲ 1,789

現   物 28550.0 28555.0 27196.0 鉛 44,631 689

前日比 ▲ 1045.0 ▲ 2246.0 (カーブ) ニッケル 4,634 1,575

先   物 28695.0 28700.0 27275.0 27532.0 ■LMEプレマーケット（ドル） 先物気配

出来高 前日比 ▲ 1000.0 ▲ 2235.0 29,096 (11／17 ） 銅 8,242.0 - 8,245.0

ＮＹコメックス相場 (3:00AM現地) 錫 22,515.0 - 23,250.0

出来高：１ロットは12.5ショート・トン、銅はポンド当たりセント 鉛 2,153.0 - 2,155.5

金・プラチナ・パラジウムはオンス当たりドル、銀はオンス当たりセント 亜鉛 3,050.0 - 3,054.0

銅ＨＧ 金　 銀　 プラチナ パラジウム アルミ 2,411.5 - 2,414.0

11月限 378.80 1773.0 2150.4 1025.5 2078.70 ニッケル - - -

12月限 377.35 1775.8 2152.4 1020.8 2081.30 ■ 上 海 相 場 トン当たり元、１ロット＝５トン・増値税込

1月限 377.55 1783.5 2160.4 1016.2 2085.90 銅　 アルミ 亜鉛 鉛　 ニッケル

2月限 377.55 1791.0 - - - 12月限 66690 18910 24360 15915 207540

3月限 377.35 - 2172.6 - 2095.60 1月限 66400 18875 24075 15865 204870

前 日 比 ▲ 5.15 ▲ 0.8 0.5 ▲ 6.2 3.00 前 日 比 ▲ 190 80 65 100 1890

出 来 高 90,559 232,473 83,162 12,574 2,791 出 来 高 104038 177926 180033 75343 107696

採算価格 フレート諸チャージ込み入荷ベース(上海は前日の元・円レートで換算）

為替相場 LME（円ベース/キロ） COMEX 上海 19.93

ドル・円 銅　 錫　 鉛　 亜鉛　 アルミ ニッケル 銅　 銅　 アルミ 亜鉛　 鉛　

ＴＴＳ 8315 24525 2209 3087 2393 28555 379 66690 18910 24360 15915

140.52 1209 3646 347 474 353 4213 1220 1329 377 485 317

-0.05 ▲ 5 102 ▲ 1 ▲ 8 ▲ 2 ▲ 148 ▲ 16 ▲ 25 ▲ 4 ▲ 7 ▲ 2

（11月17日

（150.0）

（▲ 8.3）

（1.65）

※17日のKLTMは取引がりません。

元・円＝



日刊金属 令和４年(２０２２年) １1月１８日(金) (7) 昭和４4年11月創刊 

伸銅品 大阪 東京 鉛亜鉛製品 大阪 東京 電線（現場納め 定尺 関西地区 大口～小口）

銅小板2.0ミリ  1530  1460 亜鉛板0.3×3×7  620  620 ＶＶＦ

建築用0.3ミリ  1580  1510 印刷用亜鉛板トッパン用  790  790 2Ｃ×1.6 55～57

銅大板2×1×2  1660  1660 給水管13ミリ  300  300 2Ｃ×2.0 98～101

銅管(ベース)  1630  1660 鉛板1.5ミリ  590  590 3Ｃ×1.6 102～105

水道用管(m当たり)13ミリ  1540  1570 鉛線3ミリ  465  465 3Ｃ×2.0 149～152

銅棒25ミリ  1440  1430 軽圧品 大阪 東京 ＩＶ

銅条1.5×100  1495  1475 アルミ箔0.007ミリ  1125  1145 1.6mm 30.5～32.4

銅線0.9ミリ  1520  1490 　〃　小板1ミリ  760  775 5.5sq 83.8～89.1

銅帯6×50  1450  1430 　〃　大板1ミリ  740  765 14sq 207～220

銅平角線  1720  1660 　〃　5052板  795  815 CV-T

黄銅小板2.0ミリ  1265  1250 　〃　6061板  1325  1345 600V  3Ｃ×38 1580～1679

　　〃　0.3ミリ  1295  1280 　〃　2017板  1250  1375 600V  3Ｃ×60 2430～2583

黄銅大板2×1×2  1415  1430 　〃　線3ミリ  740  760 600V  3Ｃ×100 4082～4340

黄銅管  1720  1730 　〃　快削棒50ミリ  960  980 6kV  3Ｃ×38 2566～2723

復水器用黄銅管  1690  1700 　〃　合金棒50ミリ(17S)  945  960 6kV  3Ｃ×60 3572～3791

黄銅棒快削25ミリ  1020  1060 　〃　合金棒50ミリ(56S)  900  920 CVV 　（関西­関東）

六角棒  1050  1090 3Ｃ×2 125­128

四角棒  1080  1120 貴金属(一般小口向け) 4Ｃ×2 168­172

鍛造用  1060  1100 白金(グラム) 6Ｃ×2 237­243

ネーバル  1160  1200 パラジウム(グラム) 7Ｃ×2 271­278

高力  1160  1200 金(グラム) 合金鉄 9月輸入単価（CIF)

黄銅線6ミリ  1440  1430 銀(キログラム) フェロマンガン2％以上炭素含有  249 

黄銅平角線ロール仕上  1640  1640 　　　〃　　　その他  344.8 

黄銅条1.5×100  1260  1265 レアメタル輸入価格 フェロシリコン55％以上  342 

リン青銅板一般用1.0ミリ  2580  2770 金属ケイ素(99.99％未満) フェロクロム4％以上炭素含有  279.6 

　　　〃　バネ用0.3ミリ  2810  3010 モリブデン酸化物 フェロモリブデン純分60％以上  3529 

リン青銅棒25ミリ  2750  2960 タンタル フェロバナジウム  3777 

リン青銅線3ミリ  3050  3260 マグネシウム フェロニッケル33％未満  758.4 

洋白板一般用1.0ミリ  3670  3820 コバルト

　〃　バネ用1.0ミリ  3830  3990 インジウム 電気亜鉛メッキ銅板冷延1ミリ  326 

減 摩 合 金 銅 合 金 地 金

（500㎏以上、大口価格） （標準価格） 大阪 

1種　 BC　1種　  1225 

2種　 2種　  1540 

3種　 3種　  1620 

4種　 6種　  1320 

5種　 7種　  1435 

7種　 YBSC　3種　  1105 

8種　 LBC　3種　  1565 

9種　 PBC　2種　  1640 

 9043 

（11月17日調べ） （キロ当たり）◎上げ　◆下げ

◆ 5045 

◆ 10477 

◆ 8797 

◆ 108130 

9月通関（CIF）

 429 

 3805 

 64059 

 497 

 3895 

 3805 

 3700 

 3270 

 3090 

 1240 

 1120 

 965 

 28739 

11月16日改定 11月1日発表



日刊金属 令和４年(２０２２年) １1月１８日(金) (8) 昭和４4年11月創刊 

山元建値　 電気銅 1220(16) 金 7,977(17)

（）実施日　 電気鉛 363(8) 銀 97,740(17)

電気亜鉛 493(15) 錫(99.99％) 4,450(14)

キロ当たり円 インジウム大口~小口(99.99％) 40,000 ～ 43,000(1)

非鉄原料 大　阪 東　京 地　　　金

（炉前材） 仲間相場 仲間相場

1トン以上外税持込 高値 安値 高値 安値 

1 号 銅 線  1086  1085 電 気 銅 ◆ 1158 ◆ 1153 ◆ 1160 ◆ 1155 

2 号 銅 線  1044 　 　― 電 気 亜 鉛  471  465  471  465 

上 銅 ( 新 切 )  1057  1053 蒸 留 亜 鉛  459  453  459  453 

雑 ナ ゲ ッ ト  915  913 再生ダイカスト亜鉛2種  390  384  390  384 

並 銅  999  981 再 生 亜 鉛 (98%)  342  336  342  336 

下 銅  980  953 電 気 鉛  344  341  344  341 

銅 削 粉  974  956 再 生 鉛 1 号  326  316  321  316 

銅 さ い (30%)  25  25 再 生 鉛 3 号  331  327  326  322 

新 切 黄 銅 セ パ  817  818 錫 1 号 ◎ 3600 ◎ 3550 ◎ 3600 ◎ 3550 

コ ー ペ ル  785  776 ア ン チ モ ン ◆ 1850 ◆ 1800 ◆ 1850 ◆ 1800 

黄 銅 棒 地  783  764 ニッケル (メッキ用 ) ◎ 4200 ◎ 4150 ◎ 4200 ◎ 4150 

黄 銅 削 粉  777  760 コ バ ル ト ◆ 8000 ◆ 7700 ◆ 8000 ◆ 7700 

並 黄 銅  700  654 セ レ ニ ウ ム  3600  3400  3600  3400 

黄 銅 ラ ジ エ タ ー  626  604 ビ ス マ ス  1500  1400  1500  1400 

交 叉 ラ ジ エ タ ー  648  605 カ ド ミ ウ ム  600  550  600  550 

黄 銅 鋳 物  705 　 　― マ グ ネ シ ウ ム 合 金  520  500  520  500 

山 送 り (55%) ◎ 400 　 　― ア ル ミ 地 金 99.70 ％ ◆ 377 ◆ 373 ◆ 379 ◆ 375 

上 青 銅 鋳 物  854 　 　― ア ル ミ 二 次 地 金 99 ％  318  313  318  313 

並 青 銅 鋳 物  852  839 〃 90 ％  298  293  298  293 

上 青 銅 鋳 物 削 粉  847 　 　―　 アルミ二次合金ADC12  417  412  420  415 

並 青 銅 鋳 物 削 粉  837  824 鋳 物 用 C2BS  442  437  444  439 

新 切 リ ン 青 銅 ( 伸 銅 ) 　 　―  1081 青 銅 合 金 地 金 3 種  1590  1580  1650  1640 

〃 ( 鋳 物 )  968 　 　― 〃 6種  1300  1290  1340  1330 

リ ン 青 銅 削 粉  886  875 ハ ン ダ 錫 60 ％  2610  2570  2630  2600 

新 切 洋 白 ( 電 子 材 )  898  882 〃 50 ％  2260  2210  2280  2250 

新 切 亜 鉛  236  236 〃 40 ％  1985  1925  1940  1910 

ダ イ カ ス ト く ず  201  201 減 摩 合 金 2 種  3790  3760  3795  3765 

亜 鉛 ド ロ ス  179  190 〃 4 種  3240  3215  3245  3215 

上 鉛  148  146 〃 7 種  1170  1120  1170  1120 

電 池 素 鉛 ケ ー ス 込  25  25 ス テ ン レ ス ・ 特 金  85  85 

活 字 鉛  133  130  70  70 

新 切 ア ル ミ 1 級  260  254  240  240 

新 切 サ ッ シ 1 級  260  252  415  415 

新 切 合 金 1 級  245  232  23  24 

機 械 鋳 物 1 級  175  182  265  265 

ビ ス 付 サ ッ シ P  215  202 

合 金 削 粉 P  118  123 

込 ガ ラ P  113  115 

カ ン ・ バ ラ  176  161 

◎上げ　◆下げ (11月17日調べ)

大　阪 東　京

仲間相場 仲間相場

18-8ステンレス　新切

〃　　ダライ粉

高耐食ステンレスSUS316

耐熱ステンレスSUS310

13クローム　新切

ハイス　　9種


